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そばにいるよ
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生きること　やめたくなったら…　思い出して　君の　そばにいる私

硝子の心　抱え　砂漠を往く旅人　泉を求め　歩く　いつでも　迷いながら
焼けるような　砂の熱さ　凍てつく　夜の闇
見上げる空に　星はなく　旅する気持ち　忘れかける…

私　君の隣にいるよ　どんなに風が強い日でも
足が　もつれ　倒れても　焦る　ことは　ないんだ　君なら立てるよ

うつむきがちな僕ら　変わる景色も見えず　足元だけを見つめ　何処かへ　と歩いてく
丘の向こうに　ある景色　変わらぬ　日常　それでも人は　旅をする
見える景色は　モノクローム…
　
私　君をいつも見てるよ　悲しい時も　笑顔の日も
だから　怯え　なくていい　顔を　あげて　ごらんよ　道は其処にある　　　

私　君の心にいるよ　思い出して　君の　そばにいる私

■音源はこちら■
http://nigaradi.ymch.jp/uploader/src/file44.mp3 （featuring Miku Hatsune）
http://nigaradi.ymch.jp/uploader/src/file45.mp3 （カラオケ）


